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平壌での青春
──愛知朝鮮高級学校〈祖国訪問〉同行調査記　そのいち──
山　本　かほり*
１．はじめに──朝鮮高校の〈祖国訪問〉同行記をは
じめるにあたって
　本稿は愛知朝鮮中高級学校1）高級部（愛知朝高）３
年生の〈祖国訪問〉への同行調査の記録である。
　朝鮮高級学校（朝高）の３年生は、修学旅行（＝
〈祖国訪問〉）として〈祖国〉を訪問する。その〈祖
国〉とは朝鮮民主主義人民共和国（朝鮮）である。時
期は高３の５月～７月、および９月、期間は２週間で
ある。愛知朝高は例年５月末から６月初旬にかけて行
く。九州朝高（北九州市）と同時期のことが多い。 
　ところで、なぜ、朝高は〈祖国訪問〉として朝鮮に
行くのだろうか。まずは、朝鮮学校の政治的な立場を
説明しておく必要があるだろう。
　朝鮮学校は、朝鮮半島にある南北２つの分断国家の
うち、北側の朝鮮を正当な国家としてみなす。その理
由は、二つの国家の成立過程に鑑みて北側に正当性が
あると考えていること、そして、1957年から現在に
いたるまで続く朝鮮からの朝鮮学校支援金＝「教育援
助費・奨学金」にある。朝鮮は60年以上、164回にわ
たって、総額約481億円の支援金を送ってきた（『朝
鮮新報』2017年４月19日）。これらのお金が、日本政
府からは何の補助もない朝鮮学校にとって、大きな助
けになってきたのである。このことは「感謝の物語」
として、朝鮮学校内では語り継がれている。ちなみ
に、分断国家のもう一方、韓国は、これまで朝鮮学校
に国家的な支援をしたことはない。韓国が「在日朝鮮
人のことは日本にまかせる」としてきたことも、朝鮮
学校が北側の正当性を主張する根拠の一部である。
　しかしながら、朝鮮学校と朝鮮の関係は、このよう
な歴史または象徴としてだけのものではない。朝鮮学
校で参与観察を行っていると、その両者の関係が現在
でも実態的かつ日常的なものであることがわかってく
る。その一つの事例が、本稿で扱う高級部（日本の高
校相当）３年生の〈祖国訪問〉（修学旅行）である。
そのほかにも、毎年末から年始にかけての「ソルマ
ジ」（迎春）公演への参加、希望者による平壌舞踊音
楽大学通信教育受講、全国朝高２年生の代表学生たち
の訪問、朝鮮学校初級部のサッカー、バスケットボー
ルなど全国大会優勝校の訪問等々、朝鮮学校の学生た
ちが朝鮮を訪問する機会は多い。さらには、総聯機関
紙『朝鮮新報』記者が平壌駐在をしていたり、朝鮮大
学校（朝大）の研究院生（大学院相当）や朝大教員が
研究で長期滞在をしている。また、朝鮮学校教員、総
聯が持つ芸術団の団員、総聯職員などの講習も行われ
ている。また、一般の在日本朝鮮人の短期訪問も年に
何回か行われている。
　また「朝鮮に行ったことは１度だけ」とか「もう何
十年も行っていない」という一般の朝鮮学校保護者た
ちの多くも、朝鮮に対しては特別な感情を示す。それ
は、「（同じ朝鮮半島でも）韓国へ行くのは旅行気分よ
ね。でも、ウリナラ（朝鮮）っていうと、ちがうのよ
ね。ちょっと背筋が伸びるような感じ」（1960年生・
女性）とか「（国籍は）韓国だけど、韓国には行った
ことはない。それは、私のこだわりで行かないの。ウ
リナラ（＝朝鮮）には一度だけ、まだ20代の頃に行
きました。はい、今でも特別ですね。愛国歌（国家）
を聞くと、姿勢を正しますよ」（1962年生・女性）な
どという語りからうがい知ることができるであろう。
　このように、朝鮮学校関係者にとって、朝鮮はとて
も身近な存在である。かれらは朝鮮のことを「ウリナ
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ラ」（＝私たちの国）と愛着をこめて呼ぶ。しかし、
参与観察を開始した頃の私には、こうした朝鮮に対す
る愛着をなかなか理解することができなかった。なぜ
ならば、朝鮮は日本社会では徹底的に「他者化」され
た存在であり、そのため私は実に貧困な朝鮮のイメー
ジしか持ち合わせていなかったからだ。したがって、
朝鮮学校関係者たちの朝鮮に対する愛着を理解するこ
とが非常に困難だったのだ。「なぜ、あの朝鮮を
4 4 4 4 4
『祖
国』だと思うのだろうか？」と疑問に思っていた。
　また、同時に、これまで研究で出会ってきた多くの
在日朝鮮人たちの「（日本も外国だが）韓国も外国だ
と感じた」という訪韓時の経験談とも対比させて考え
た。そして、その韓国での経験は私にとっても想像し
やすく、また理解もしやすかった。なぜならば、在日
朝鮮人であっても、日本での生活が３世代目、４世代
目にもなれば、韓国が「外国」だと感じることは当然
のことに思えるからだ。
　一方で、訪朝体験をもって、朝鮮学校関係者は、朝
鮮を「ウリナラ」と愛着をこめて呼び、さらに〈祖
国〉だと言う。そのことは、当初、私には困惑をもた
らした。今から思えば、私自身、それだけ、日本社会
に流れる一面的な朝鮮イメージを内面化していたので
あろう。そして、朝鮮学校を理解するためには、朝鮮
学校と朝鮮との関係を正面から考えてみる必要がある
と考えるようになった。
　そこで、まずは、この問いの答えを追究するため
に、愛知朝高３年生の〈祖国訪問〉に2013年～2018
年まで計６回の同行調査を行った。本稿では、まず
は、当事者たちの経験をベースにしつつ、エスノグラ
フィー的に朝高生たちと過ごした朝鮮での日々を描い
てみたいと考えている。
２．朝鮮高校の〈祖国訪問〉を描いたもの──先行研
究検討に代わって
　朝高の〈祖国訪問〉に関する先行研究は存在しな
い。しかしながら、映像には残され、公開されたもの
がある。
　まずは、〈祖国訪問〉部分だけ、当事者に撮影して
もらい、その映像をドキュメンタリー作品の中に挿入
するという方法を取ったもの。私が知る限りで３本あ
る。
　そのうちの一つは、愛知朝高を撮ったものとして、
『ウリナラ内なる祖国　愛知朝鮮中高級学校寄宿舎の
１年』（メーテレ制作，2005年４月12日放送）がある。
ちょうど、韓流ブームが席巻中で、サッカーＷ杯の日
韓同時開催などの直後、しかし、同時に小泉純一郎首
相（当時）が訪朝し、そこで明らかになった「拉致問
題」のため、「北朝鮮」をバッシングする報道が一日
中テレビ等で流されていた頃の取材である。愛知朝高
の寄宿舎生活の１年を撮り、その中に〈祖国訪問〉に
万景峰号2）で出発する愛知朝高生たちが映る。テレビ
局には同行取材に許可がおりず、カメラは引率の愛知
朝高教員に託され、朝鮮での朝高生たちの姿が映し出
される。
　また、『ウリハッキョ』（金明俊，2005）は韓国人の
監督が北海道の朝鮮学校に何年か泊まり込み、朝鮮学
校の様子を映し出したドキュメンタリー映画である。
この映画にも、高３が万景峰号で朝鮮に向かうシーン
がある。監督が「それまで子どもたちと南北分断の影
を感じたことはなかったが、船が出て行くのをみなが
ら、初めて、分断を実感した」（要約）と語るシーン
がこの映画の一つの見所だ。そして、やはり、カメラ
は朝高生たちの手に渡り、かれらが撮った朝鮮での
シーンが映画の中に組み込まれる。そして、日本に
戻った朝高生たちのことを監督が「今までと少し違っ
てみえる」と評する。そして、いつまでも朝鮮での思
い出にひたる学生たちの姿が映る。
　さらには、映画『60万回のトライ』（朴思柔・朴敦
史監督，2013）をあげることができる。この映画は大
阪朝鮮高級学校のラグビー部を撮ったものであるが、
ここにも〈祖国訪問〉の様子が映し出される。韓国人
の監督と在日朝鮮人の監督の作品であるが、やはり、
カメラは学生や教員に託され、朝鮮での朝高生たちの
様子が映し出される。
　いずれも生き生きと朝鮮で楽しく学んでいる朝高生
たちの姿が見る者を魅了するが、さらに一歩すすめ
て、朝高生たちに同行して朝鮮での姿を追ったドキュ
メンタリー映画がある。在日朝鮮人で、自身も朝鮮学
校での教育を朝鮮大学校まで受けた朴英二監督の作品
である。タイトルは『蒼（そらいろ）のシンフォニー』
（2016）で、茨城朝鮮高級学校の高３が朝鮮で過ごす
姿がスクリーンに映る。朴英二監督は、映画作成に際
して、「何を入れ、何を省くか、何を説明するか/しな
いかの選択が難しかった」と語っていた（2018年８
月20日インタビュー）。日本社会に向けてのドキュメ
ンタリーという位置づけだったので、とにかく、「僕
が知っている祖国の姿を知らせたい」という動機だっ
たという。「朝高生たちにとって『祖国』とは何だろ
　写真１　 万寿台の抗日革命闘争記念碑でポーズをとる
愛知朝高生（愛知朝高提供）
写真２　主体思想塔で（愛知朝高提供）
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うか？」という問いを観客に投げかけているが、その
答えは言葉では明確には示されない。しかし、朝鮮の
人びと、朝鮮の自然、土地に出会い、実に楽しそう
に、そして、真剣に〈祖国〉＝朝鮮と出会い、向き合
う朝高生の姿は、朝鮮や朝鮮学校を知らない観客には
新鮮な印象をもたらす作品であろう。
　これらの作品は、韓国人および在日朝鮮人監督の作
品であり、私自身は日本人研究者としての立場から、
朝鮮学校生にとって〈祖国〉や〈祖国訪問〉がもつ意
味を考察したいと考えている。
　早急に理論的な枠組みにいれることなく、まずは、
エスノグラフィックな記述をしていきたい。以下、本
稿では、本格的な調査が実行できるようになるまでの
経緯を記すことにしたい。
３．〈祖国訪問〉同行まで──問題意識
　日本人である私が愛知朝高の〈祖国訪問〉に同行す
るようになったのか、その経緯と方法について述べて
おきたい。
　昨今、朝鮮学校をめぐる議論が侃々諤々行われてい
る。朝鮮学校を批判する立場の主張は、朝鮮学校と総
聯・朝鮮との関係を強く問題視し、学校で行われてい
る教育は、朝鮮を過度に「崇拝」する「洗脳教育」だ
と主張する。一方、朝鮮学校を擁護しようとする側
は、「朝鮮学校は以前のように『北朝鮮』一色の教育
ではない」「『北朝鮮』との関係は薄まってきている」
「日本の学校と何も変わらない教育である」等、朝鮮
学校が日本社会にとっても「理解しやすい」ものであ
り、日本社会にもなじむものであることを強調する。
　私自身も後者の言説に後押しされるようにして、朝
鮮学校でのフィールドワークを始めたひとりである。
つまり、このような言説が、朝鮮学校研究を開始する
にあたっての「タブー感」のようなものを、緩和して
くれたのである。
　しかしながら、朝鮮学校に出入りしているうちに、
上述のような言説に違和感を感じるようになった。朝
鮮学校の立場は厳然と朝鮮の正当性を主張するもので
ある。また、日常的な学校生活でも、特に高校では朝
鮮との結びつきを示すものが多々ある。それは、各教
室に飾られている金日成、金正日の肖像画にはじま
り、学生たちが朝鮮の祝日にあわせて作成する「壁新
聞」にも、ごく自然に朝鮮の指導者のことが書かれ
る。ひょっとしたら学生たちにとっては、「当たり前」
に使用している言葉だけに、大した意味をもたないか
もしれないほど「自然」で、その内容も朝鮮との心理
的距離の近さを表現するものだ。さらに、学校の公式
行事における挨拶でも必ずと言っていいほど、現在の
朝鮮の様子が肯定的に言及される。
　フィールドワークを開始して間もない頃、私は、こ
れらの「事実」に戸惑いを感じた。日本社会で形成さ
れた朝鮮のイメージから自由になれず、「ここにいて
もいいのだろうか」という居心地の悪さを感じ続け
た。もちろん、理屈の上では「朝鮮と朝鮮学校の関係
は、朝鮮学校の当然の権利である」と認識していた
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が、その理屈ではおさまりきれない違和感、もっと言
えば拒否感を感じていた。
　しかし、同時に、これらの事実を前にして、簡単に
朝鮮学校と朝鮮の関係を「無」にして、朝鮮学校を論
じることはできないと考えるようになった。朝鮮学校
関係者にとって、「祖国（＝朝鮮）」の意味を考えなけ
れば、朝鮮学校を描くことはできないと考えるように
なったのである。
　さらには、先にも述べたが、公的な場面以外でも朝
鮮学校の学生たちが朝鮮に対して「憧れ」や「愛着」
を語る。「ウリナラ（＝朝鮮）に行けていいなぁ」「ウ
リナラに行ってみたい」「ウリナラにまた行きたい」
などという声を頻繁に耳にするのである。
　また、本稿の中心的な主題である〈祖国訪問〉後の
朝高３年生たちの姿にもある種の「戸惑い」を覚え
た。学生たちは一様に「楽しかった」「また行きたい」
と口にし、私に朝鮮の良さを伝えようとした。しかし
ながら、私にはどうしても理解できなかった。どれだ
け言葉を尽くして学生たちが私に語っても、私自身、
日本社会に流れる否定的な朝鮮像から自由になれな
かったのだ。
　「行かなければわかりませんよ。」
　当時、朝鮮大学校１年生だった愛知朝高出身の男子
学生にこう言われた。それが「朝鮮へ行ってみよう」
と思うきっかけになった。彼は私に「ウリナラ行った
体験のことを聞かれて、いっつも言うんですけど、伝
わんないと思うんですけど。違うんです。着いた瞬
間、わかるんです。空気が違う。ここが祖国だってわ
かる、感じる。あっちの人たちの対応だったり、空
気っていうか。ホント、特別。あれは行かなきゃわか
んない」と語った。
　「なぜ、彼は生まれ育ったところでもない朝鮮を
『祖国』だと言うのだろう？　それは、単に学校教育
の成果なのか？　または、〈祖国訪問〉のプログラム
によって、『舞い上がった』だけなのだろうか？　そ
れとも、私自身、平壌に行くことによって、かれらと
のこの距離をうめることができるのだろうか？」
　こんな問いが、彼にインタビューをしている時に浮
かんだのである。そして、「朝鮮に行ってみよう。で
きるならば、朝高生と一緒に平壌に行き、同じ時間を
過ごしてみたい」と思ったのである。
　早速、当時の校長や対外担当の教員にその希望を伝
えた。しかしながら、答えは「難しい」だった。それ
は、朝鮮の海外同胞や外国人の受け入れの仕方に起因
する。まず、外国人であれ、海外同胞であれ、朝鮮で
はいわゆる「自由旅行」はできない。訪問目的にそっ
て、受け入れ機関が決まる。日本人の私と海外同胞で
ある朝鮮学校生とは、訪問目的も異なるし、当然、受
け入れ機関も異なるからだという。したがって、朝鮮
学校の受け入れ機関（海外同胞局＝海同局）が、日本
人である私を受け入れることはできないという。だか
ら、朝鮮学校生と一緒に訪朝するのは簡単なことでは
ないと説明された。
　しかしながら、私はあきらめがつかなった。朝鮮社
会のあり方を全く知らなかったので言い続けることが
できたかもしれないと今になると思うが、何度も朝高
の校長や総聯愛知県本部の職員に希望を伝えた。「日
本では朝高生と過ごすことができるのに、なぜ朝鮮で
はできないのですか？」と。最初の頃は、難しい顔を
して「ウーン」としか言わなかった校長が、ついに次
の様にアドバイスをくれた。
　「初訪朝で私たちに同行するのは無理だ。まずは、
日本人の受入機関である朝鮮対外文化連絡協会（対文
協）と信頼関係を作りなさい。機会をみつけて、朝鮮
へ行って、まずは、山本さんがどんな人間かをみても
らうことから始めたらいい。そして、信頼関係を作っ
て、朝高に同行したいという希望を理解してもらいな
さい。」
　それを聞いたときには「朝鮮に行くなんてどうした
ら可能になるのだろうか？」と途方にくれたが、意外
に簡単にその機会は訪れた。私の強い希望をくみ取っ
て、総聯愛知県本部の方が訪朝の機会を作ってくれた
のだ。2011年10月17日～22日、経由地の北京１泊、
平壌４泊（実質は３日間）という短い訪問だったが、
朝鮮を訪問することができた。同行してくれた総聯職
員は「何も構えなくていい。いつもの山本さんを、
（受け入れの）対文協にみてもらえばいい」とアドバ
イスしてくれた。私は大きな期待と緊張をもって平壌
に入ったことを覚えている。
　初訪朝のことは、拙稿（山本・小笠原・伊藤，2013）
に書いたが、強く印象に残る訪問となった。対文協の
案内員の孫哲秀副局長（当時）と金成泰さん（彼はの
ちに私の担当案内員となり、もっとも気心がしれた朝
鮮の人となる）についてもらい、平壌市内を中心に参
観をしたり、現地の人との交流をした。いわば、平壌
の「初心者コース」のようなものだった。「朝鮮でど
う振る舞えばいいのだろう？」という心配はすぐに消
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え、３日間、十分に楽しみ、また、対文協との人間関
係を作るという目的もある程度は達成できた。
　孫副局長は「また是非きてください。お互いに連絡
をとりましょう」と言ってくれ、メールアドレスなど
連絡先を教えてくれた。この時点では、メールで朝鮮
と連絡を取り合うことがどこまで可能なのかなと半信
半疑ではあったことも事実である。しかし、日本に
戻って、訪朝期間のお礼メールをすると返事がきて、
その後も季節の挨拶程度のメールは交わすようになっ
た。
3‒2：２回目、３回目の訪朝
　２回目の訪朝は、愛知朝高の〈祖国訪問〉期間に合
わせていくことにした。しかし、準備を内々にすすめ
ていたのに、2012年４月になり、愛知朝高に人事異
動があり、私の同行を理解してくれていた校長と対外
部長が、他の学校等に異動することがわかった。新任
の校長も以前から顔見知りではあるが、私の〈祖国訪
問〉同行希望については全く知らない。前任の校長に
も引継をお願いし、私もあらためて挨拶に行き、希望
を伝えた。新任校長の「そんなこと、できるかな？」
という表情に不安な気持ちになったが、彼とも信頼関
係を作るしかないと気持ちを切り替えた。
　また、２回目では訪朝も一人ではできず、知人友人
を誘って３人で2012年６月16日～21日に訪問するこ
とにした。愛知朝高〈祖国訪問〉の後半１週間に同行
するということだ。対文協にメールでちょうど愛知朝
高の訪問期間にあたるので、なるべく合流させてほし
い旨を希望した。また、総聯愛知県本部の委員長（当
時）が対文協の副委員長（当時）あてに手紙を書いて
くれ、私の希望を伝えてくれた。
　しかしながら、やはり、２回目の訪朝ではすんなり
とはいかない。到着した日の日程打ち合わせでは、
たった一つ、愛知朝高が姉妹校を訪問するプログラム
だけが同行となっていた。それでも、まだ、強く要請
できるような関係でもなく、「山本先生だけ、あとで
平壌ホテル（愛知朝高の宿泊ホテル）に行って、校長
先生と愛知の責任指導員（海同局の職員）に挨拶をし
ましょう」と言われたことに望みをつないだ。
　夜８時頃、宿泊していた高麗ホテルから平壌ホテル
に対文協の成泰さんと車で向かった。わずか５分ほど
の距離だ。ロビーで待っていると、愛知朝高の学生た
ちがいて、私をみて、飛びついてきてくれた。そんな
姿をみて、成泰さんは「愛知の子どもたちが山本先生
を慕っているのがわかった。山本先生の希望をもっと
叶えてもいいかなと思った」と後で教えてくれた。朝
高生たちに感謝だ！
　その後、愛知朝高校長と責任指導員に挨拶。愛知朝
高の日程を見せてもらい、どこか合流可能なところは
ないかと成泰さんに交渉した。結果、「朝鮮革命歴史
博物館」と「駅前食堂（平壌駅前にある日本の料理が
食べることができる）での夕食会」が可能だと回答さ
れた。もちろん、元から入っていた姉妹校訪問はその
まま残った。本当はもう少し一緒に行きたいプログラ
ムがあったが、「難しい」と言われて諦めた。何より
も、責任指導員の「冷たい」雰囲気にそれ以上踏み込
む勇気はでなかった。その時は、事前に対文協と海同
局との事前調整はほとんどなかったようだし、これ以
上自分の要求を通そうとすることはよくないと考え
た。ということで、２回目の訪朝も、朝高生の観察よ
りも、私自身を対文協にもっと知ってもらう時間とい
うことで割り切った。２回目は桂成訓さんと成泰さん
の二人の案内員とともに現地５泊６日の日程をこなし
た。毎晩、夕食後に一緒にお酒を飲みながらたくさん
の話しをしたことで、私がやりたいと思っていること
も伝わったようだった。しかし、二人は相変らず「難
しい」と言い続けた。「愛知朝高のメンバーとして来
たらどうですか？」というのが対文協からの提案だっ
たが、それはそれで難しいことがわかっていたので、
曖昧な返事でその場をしのぐしかなかった。日本人で
単なる研究者および愛知中高の支援者的な立場の私
が、愛知朝高の〈祖国訪問団〉のメンバーとして訪朝
できるわけがないのだ。日本人と在日朝鮮人では現地
でかかる費用も異なる。待遇も異なる。そんなに簡単
に朝高訪問団に加われるはずがないと思った。
　いずれにしろ、２回目の訪朝時は、２ヶ月後の８月
末に再訪することが決まっていたので、その旨を話
し、またゆっくり相談したいとお願いするだけにし
た。成泰さんからは「山本先生の日本での朝鮮学校支
援活動3）ついて知りたいので、可能ならば、資料を
メールで送ってくれたらありがたい」と言われた。海
同局の担当者に私がどんな人間かを話すのに役にたつ
ということだったので、再度、そこに望みをつない
で、２回目の訪朝を終えた。
　３回目の訪朝は、2012年８月25日～30日で、「日本
の大学生・教員のための朝鮮ツアー」の一員としての
訪問だった。これは、日本の大学等に通う在日朝鮮人
学生の団体である在日本朝鮮留学生同盟（留学同）が
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主催するツアーだ。留学同の結成は1945年。73年と
いう長い歴史をもつ団体だ。その留学同が主催して、
マイナスのイメージばかりが先行する朝鮮の姿を日本
の大学生や教員に実際に見て感じてもらおうという目
的のもと行っているツアーである。2012年は数年ぶ
りのツアー実施だったが、その後、2018年まで毎年
行われている。
　この時の対文協の案内員は、６月にも担当してくれ
た桂さんと平壌外国語大学で日本語を専攻する金笑美
さんという女性だった。笑美さんは、日本語実習とし
て大学から派遣された。（平壌の大学生と会うのは初
めてだったが、物怖じしない性格の彼女とは色々な話
しをした思い出が残っている。）
　３回目は、夕食までは訪朝団のメンバーと一緒に過
ごしたが、一日の日程が終わると、桂さんに誘われ
て、毎晩お酒をともにし、夜遅くまでたくさんの話し
をした。たとえば、日本の「北朝鮮」への眼差しにつ
いて、そこから発生する朝鮮学校生への差別につい
て、そして、すでに「解決」は法廷に持ち込むしかな
い状態になっていた朝鮮高校の無償化排除問題など、
もちろん、冗談がうまい桂さんにのせられて、私もず
いぶん気楽に冗談を言って笑った。
　４日目の夜だった。桂さんが「先生、愛知朝高と一
緒に来たいんですか？」と言い始めた。私は、チャン
スだと思い、「朝高生にとって『祖国』とはどんな意
味を持つのかを考えたい。日本では悪くしか言われな
い朝鮮をなぜ『祖国』だと考えるのか、朝高生と一緒
に過ごしながら考えたい」と熱く語った。
　それを聞いていた桂さんの答えは以下のようなもの
だった。
　「先生の気持ちはわかりました。でも、何度も言っ
ているように、本当は日本人と在日朝鮮人が一緒に行
動するのは面倒なんです。でも、なんとかやってみま
しょう。次回は、愛知朝高に合わせて、先生、一人で
来て下さい。こちらのことは対文協が解決します。た
だ、朝鮮学校、総聯愛知県本部には、もう一度よく話
して下さい。その上で総聯中央からその希望を明確に
書いて、こちらに送ってきてください。つまり、総聯
中央の理解もちゃんと得てくださいということです。
書類は遅くても一ヶ月前までに欲しい。でも、早けれ
ば早い方がいいです。それと、一人だと乗用車を用意
することになりますし、対文協からも二人つきますの
で、費用はかかりますがいいですね？」
　私は、研究費での渡航になるだろうこと、そのため
にはいくつかの書類が必要になるだろうことを説明
し、その後、桂さんから「詳細は、お互いにメールで
連絡を取りながら進めていこう」という返事をもら
い、まずは、第一関門クリアとなったのである。
　ところで、１回目～３回目の訪朝には、研究遂行の
ための準備という目的もあったが、同時に私自身の朝
鮮観を根底から見つめ直す貴重な機会となった。もち
ろん、違和感や「拒否感」のようなものがなかったわ
けではない。いや、あった。しかしながら、そうした
ことよりも、私自身が日本社会で暮らしているうち
に、いかに、「北朝鮮」に対する嫌悪感情（板垣，
2013）を毛穴にまでしみいるようにしてもっているの
かということに気づかされたという点においても大き
な意味をもつ訪問だった。
3‒3：2013年６月の同行調査まで
　上記のような経緯を経て、本格的な〈祖国訪問〉に
向けて準備を開始したのは2013年３月上旬だった。
愛知朝高および総聯愛知県本部には何度も話しをし、
協力を依頼していた。事務的な手続きについては総聯
愛知県本部に任せ、私は実質的な依頼を対文協にしは
じめた。今でも記録に残っているが、当時対文協から
来た返事には、「先生が、今回の訪問を通じて、祖国
の現実の中で、朝鮮人としての矜持と自負心が何かを
体得していく朝鮮学校学生の様子を直に見て、かれら
との関係を深めることができるきっかけになるように
積極的に努力いたします」（2013年４月上旬メール）
とある。
　しかし、これらのメールに喜んでいたのもつかの
間。思いがけないところから「保留」がかかった。大
学からだった。
　訪朝についてはナイーブな問題が含まれていたの
で、初訪朝の前から種々関係者には相談をして、実施
してきた。すでに４回目だったために、少し気楽にそ
れでも通常の海外渡航よりは慎重に事をすすめてきて
いたつもりだったのだが、この年の朝鮮半島情勢を理
由として、大学側から「保留」がかかったのだ。
　確かに、連日報道される南北間の緊張を見れば、そ
の心配も理解できないわけではない。しかしながら、
毎年３月～４月にかけて実施されている「米韓軍事合
同演習」に対して、朝鮮側から激しい反発がされるの
は毎年のこと。確かに、2013年は報道からは、南北
がひどく緊張しているように思われた。しかしなが
ら、朝高側は「例年通り実施の予定」と言うし、ま
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た、様々な方面からの情報を総合すると、「戦争」状
態にはならないと信じていた。率直なところ、大学側
からのペンディングには納得がいかなかったが、最悪
「有給休暇ならば止めることはできない」という回答
に、「行くことはできる」と自分を慰めた。（結局、５
月半ばになって、大学からも承認された。）
　日本の報道からのみ判断している大学側にかなりい
らだっていたことも事実だ。信頼できる同僚に相談
し、教授会で、「学問の自由にも反する」という意見
表明をしたことも今となっては懐かしい。ただ、私の
所属する教授会の「名誉」のために付言すれば、当時
の学部長は、私の渡航を「応援」してくれ、教授会も
渡航を承認した。今は、私の研究について何も言わな
い大学に感謝している。
　また、ほぼ同時期に、総聯を通じての手続きも少々
難航した。「日本人の大学教員が朝高生の〈祖国訪問〉
に同行したがっている」ということを聞いて、私のこ
とを知らない総聯中央の人たちが不信に思うのはごく
自然なことだ。まさにそれが起こってしまった。そこ
で総聯愛知県本部の人たちにはずいぶん尽力してもら
い、最終的な承諾が出たのは、５月も下旬になってい
た。滞在日程も、二転三転したが、講義や学会の関係
上、愛知朝高よりも５日遅れで平壌入りし、平壌を出
るのは愛知朝高が出た２日後、合計11泊12日の朝鮮
滞在とすることで決着がついた。詳細は省略するが、
当時の記録をみると、私自身、相当ハラハラ、イライ
ラしながら、準備をすすめていたことが頭によみがえ
る。
　同時に、対文協側も私が愛知朝高の訪問団と同行す
ることについて、海同局との交渉に苦労していたよう
だ。「校長先生に平壌に着いたら、受入機関に先生
（＝私）のことをきちんと話し、私の希望を校長先生
からも伝えてほしい」というメールが朝高の出発直前
に届いた。私自身、学校に出向いて再度お願いをし、
また、朝高出発の朝は空港まで見送りに行き、再度、
校長にお願いしたことが懐かしく思い出される。
　空港では朝高の先生や学生たちが「かほり先生、平
壌で待っていますからね！」と言ってくれ、「やっぱ
り一緒に出ればよかったな」と後悔もしたけれど、
「すぐに追いつきますから！」と見送った。
　それにしても、かかる費用も日程も「行ってみない
とわからない」という状況。得られた情報から判断し
て、ある程度のお金を用意し（朝鮮ではすべて現金で
払うしかないので）、着替えもスーツから防寒着（白
頭山──朝鮮で最も高い山──に行けるかもしれない
という期待をこめて）まで準備した。そして、朝高生
に遅れて４日後、まずは、経由地の北京に向けて飛び
立った。
４．2013年の同行調査⑴
　2013年６月11日、いよいよ４回目の平壌入りとなっ
た。平壌の空港で迎えてくれたのは、もうすっかりな
じみとなった成泰さんと初めて案内となった金春実さ
ん。対文協唯一の女性案内員である。車は黒のベンツ
が用意され、ひとなつこい顔の運転手さんが私を歓迎
してくれた。
　車内で早速実務的な会話がはじまった。まずは宿所
の問題だった。私自身は、朝高生と同じ平壌ホテルで
の宿泊を希望していたが、「満室」で宿泊できないと
いう。対文協の提案は、近くの「解放山ホテル」だっ
たが、設備のことを考えて、また、２回目の訪朝でも
泊まったことがあるという安心感から、高麗ホテルに
泊まることにした。高麗ホテルは、朝鮮ではトップク
ラスの国際ホテル（外国人用ホテル）で、一泊100
ユーロもするが、2013年当時は円高で予算内で十分
に泊まることができた。平壌駅のすぐ近くにあり、平
壌の市内中心部に位置するホテルで便利だし、朝高生
たちが宿泊している平壌ホテルも徒歩20分程度の距
離にあった。予約の変更もすぐにできた。
　宿泊ホテルの問題はすぐに解決したが、私の心配は
日程がどうなっているかである。はじめての同行調査
であり、対文協と海同局の連携がどこまで可能だった
のか、とても心配だった。ホテルにチェックイン後の
「日程打ち合わせ」を待つしかない。
　私たちを乗せた車は、空港を出て30分弱で高麗ホ
テルについた。チェックインをすませて、荷物をお
き、すぐに３Fにあるコーヒーショップで日程打ち合
わせを行った。成泰さんが、日程（表１参照）を提示
し、説明をしてくれた。
　「これが日程表です。先生がすでに行ったことある
場所もたくさんありますが、朝高生と一緒に行くこと
で、また違う意味があると思い、そのまま残しまし
た。白頭山も行けます。板門店も一緒に行きましょ
う。先生が行きたいと言っていた妙香山は残念なが
ら、今日、行ったようです。下線部は朝高生と別れ
て、先生が一人で訪問する場所です。行けない場所
は、軍関係の施設です。そこはどうしても行くことが
できませんので。これでいかがでしょうか？」
表１　日程表（2013年）
日付 曜日 午前 午後 夜
６月11日 火曜日 到着 日程協議
朝高へ挨拶
６月12日 水曜日 ８時　万寿台銅像挨拶
10時　信川博物館
15時半　朝鮮美術博物館 18時半　
対文協同席食事会
６月13日 木曜日 10時　平壌民俗公園 14時半　テコンドー聖地
16時　万景台学生少年宮殿
休息
６月14日 金曜日 ９時白頭山へ出発 白頭山史蹟地
密営地
休息（白頭山泊）
６月15日 土曜日 鯉明水訪問 三池淵記念碑 平壌へ
６月16日 日曜日 統一通り運動センター 15時ルンライルカ館 対文協副局長と食事
６月17日 月曜日 ８時　板門店へ 高麗博物館
王建王領
平壌へ
６月18日 火曜日 10時　金策工業大学電子図書館
11時　ハナ音楽情報センター
15時　平壌産院乳腺腫瘍研究所
17時　サーカス観覧
休息
６月19日 水曜日 彰徳学校（姉妹校）訪問 彰徳学校 平壌ホテルにて歓送会
６月20日 木曜日 愛知朝高見送り（ホテルにて）
国家贈物館
主体思想塔
党創建記念塔
対文協へのお礼食事
６月21日 金曜日 党創建事跡館 市内遊覧 休息
６月22日 土曜日 平壌発
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　私は、初回の同行調査としては十分だと思い、すぐ
に承諾した。はじめから、軍関係の施設（朝高生は若
い軍人たちと交流会をする）の訪問は不可能だと聞い
ていたし、なによりも白頭山に朝高生と一緒に行ける
ことがとてもうれしかった。車代・参観代も予算内
だった（高額ではある）ので、気持ちも楽になった。
対文協に「今日の夕食は、このホテル内で先生が一人
でとってください。20時頃を目処に部屋に電話をし
ますので、平壌ホテルに挨拶に行きましょう」と言わ
れ、その場はいったん解散となった。
　日程をみて、ホッとしたのと、うれしいのとで、部
屋に戻り、思わずガッツポーズをした。機嫌よく、ホ
テル内の食堂で夕食をとり、部屋で対文協からの電話
を待った。「早く、朝高生に会いたい！」と思ってい
た。約束通り、20時頃、電話があり、ロビーへ。春
実さんが「朝高が待っているそうです。早く行きま
しょう」と言い、成泰さんと車に乗り込み、平壌ホテ
ルに向かった。
　５分もかからず、車は平壌ホテルに。車を降りる
と、愛知朝高の呉校長と朝青4）の責任者の鄭先生が迎
えてくれた。一緒の時期に祖国訪問中だった神奈川朝
高の校長も私を迎えてくれた。
　鄭先生に「遠いところ、ようこそいらっしゃいまし
た。さあ、早く、中に入りましょう」と促されて、一
歩中にはいると、朝高生の「ハナ、トゥル、セッ、
ネッ」（１、２、３、４！）という声が聞こえ、「パァー
ンガップスムニダ、パンガップスムニダ」（会えてう
れしいです）という歌声と、かれらのアーチが私を迎
えてくれた。
　歌は朝鮮の歌の定番『パンガップスムニダ（반갑습
니다）』（お会いできてうれしいです）だ。朝鮮では、
交流会などの最初にこの歌を歌って、歓迎の意を表す
る。
　学生たちの大歓迎にうれしさと気恥ずかしさが混
じった気持ちで、アーチをくぐった。そして、学生の
委員長の「平壌に来た山本かほり先生を熱烈に歓迎し
ます！」という言葉と大拍手に、「この子たちと明日
から朝鮮で過ごすことができるんだ」という実感を
もった。この時の動画を１年後にもらったが、それは
私の宝物となっている。また、成泰さんも、今でもこ
のときのことを「あれは驚いたし、今回、先生に同行
してもらうために、ちょっと苦労してよかった」と回
想する。
　この後、呉校長と朝高側の責任指導員（金成革さ
ん）にあらためて挨拶をし、ビールを飲みながら、再
度、日程のすり合わせを行った。成泰さんいわく、責
任指導員の成革さんのオモニ（お母さん）は、以前、
対文協の職員だったため、私の要望に理解を示してく
　 写真３　 信川博物館にて　神妙な表情で説明を聞く
愛知朝高生（筆者撮影）
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平壌での青春
れ、思ったよりは交渉がスムーズだったという。しか
しながら、海同局は、全くと言っていいほど私のこと
を知らない。したがって、愛知朝高が到着したとたん
に、呉校長に「山本かほりという人物を知っている
か？　いったい、どんな人なんだ？」と質問したとい
う。呉校長も私のことを、朝高の熱心な支援者だと説
明してくれ、協力を依頼してくれたと聞いた。朝高、
総聯、対文協、海同局、この４者の理解と協力がなけ
れば、絶対に実現しない同行調査だったのである。
　この日の夜は、翌日からの日程に備えて、１時間程
度で平壌ホテルを出て、高麗ホテルに戻った。翌日の
日程は、早速少し遠出、信川博物館5）の予定だ。出発
も早いし、疲れているだろうから早めに休もうと思い
つつ、日本人のジャーナリストの案内でやはり高麗ホ
テルに宿泊していた桂さんと再会。成泰さんもまじえ
て３人で遅くまでお酒を飲みながら、再会を喜んだ。
　この後、本格的にはじまる同行記は、次号に続けた
い。
注
* 愛知県立大学教育福祉学部教授
１） 朝鮮学校は、1945年８月15日の日本の敗戦後、つま
りは朝鮮半島の解放後に、日本各地でできた「国語（=
朝鮮語）講習所」に起源をもつ在日朝鮮人のための学校
である。幼稚園から大学校まで体系的な民族教育機関と
して整備されており、現在は、60校あまりが日本全国
に設置されている。愛知県内には５校の朝鮮学校があ
り、愛知朝鮮中高級学校は中等教育を実施している。学
生数は2018年現在約190名で、中級部３年間、高級部３
年間の教育を行っている。なお、高級部の学区は愛知、
岐阜、三重、静岡、長野、福井などで、遠方の学生のた
めには寄宿舎が完備されている。
２） 2006年までは新潟と朝鮮の元山港を往来する万景峰
号という船があった。多くの在日朝鮮人が往来していた
というが、2006年、日本政府は「北朝鮮制裁」の一環
として、入国を禁止した。以来、朝鮮には、空路で中国
（北京、瀋陽等）を経由して平壌入りするしかなくなっ
ている。
３） 朝鮮高級学校（全国に10校）は、2010年４月から開
始されたいわゆる「高校無償化制度」から排除されてい
る。そのことを不当として、５校の朝鮮高級学校で民事
裁判が行われている。その支援に私が関わっていること
を示す。
４） 朝鮮青年同盟の略。朝高では「生徒会」的な役割をも
つ。
５） 黄海南道信川郡信川邑にある博物館。朝鮮戦争中の
1950年10月17日から12月７日までアメリカ軍がこの地
を占領し、住民の1/4を虐殺したという事件の遺物、証
拠資料を展示した博物館。事件の詳細については諸説あ
る。ピカソの「朝鮮の虐殺」はこの事件を題材に描かれ
た。
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